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誤った常識が、古代史の解明を妨げている。

• 「古代史」は、歴史の中で、難しい分野です。

• 理由は、歴史家達が得意でない科学の重みが大きい時代だからです。

• 歴史を構築する歴史家達は、主に文献を根拠に歴史を研究し、記述します。

• 歴史の中で科学は重要ですが、科学者の文献に記した史料を歴史家は扱います。

• 科学を正しく評価する作業を行うことは有りません。

• 従って、科学の重みは、小さくなります。 科学を取り扱った文献は、要注意です。

• 残された文献の少ない古代史の世界では、歴史家が科学に直接対面します。

• 貝塚を解明するためには、氷河期の海面の上下が問題となります。

• 地球科学の見識が必須です。

• 氷河期の海面高さ・気温・地球の変形など、科学の最新調査結果が必須。

• 年代を知るには、地球科学による年代測定が基準になります。

• 年代特定には、科学的方法が必須。

• 年輪年代法は、信頼性が破綻。

• 基礎データの公開を拒否。開示裁判結果に対して、虚偽データを公開。

• 基礎データを公開し、他者が検証できることが、科学のルールです。

• 炭素１４年代測定法

• 測定物によって、年代が変動する現象があり、取り扱いは注意が必須。

• 弥生時代開始時については、取り扱い注意の土器付着物を調査し、問題。

• 遺伝子・DNAなどは、民族・人種の移動の鍵を握る

• 進化の激しい学問領域。

• 旧来の誤ったり理論・結果が現代に残っている。

• 古代史を研究する人は、科学者の発言・発表を、正確に理解し、注意深く取り扱う必要がある。
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誤った情報の影響

• 間違った情報に基づいて構築（検証）された説は、間違えて歴史となる。

• AIの時代に、古代史は恩恵お受け取ることが、余り、出来ない。

• AIは多くの情報を積み重ね、その情報の累積を基に、回答案・提
案を行う。

• 間違った情報を基に生成された回答・提案は間違い。

• 多種多様な邪馬台国論の累積をベースにAIが作る回答に、正解の
期待は持てない。

• 基礎情報から誤った情報を排除しなければ、AIも使えない。

• 歴史家の仕事も同様と考える。
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• [誤った古代常識を正す]

1. 日本人三重構造モデル（3系統説）（縄文人・弥生人・古墳時代人）

2. 沖縄の旧人は死に絶えた論（高宮廣衞/高宮広土の唱えた理論）

3. 鬼界カルデラ巨大噴火 vs 姶良カルデラ巨大噴火

4. 日本の古代人口論

5. 弥生式土器は朝鮮半島より渡来 実際に調査した結果弥生式土器は九州から朝鮮半島へ移動

6. 起源となる日本人は、北方より渡来した！

7. 日本人は、朝鮮半島から渡来した！

8. 邪馬台国論は、魏志倭人伝の旅程を論拠としている。

9. 日本神話（古事記・日本書紀の神話部分）歴史として取り扱わないことになっている。

10. 中国史書の取り扱い

[新発見の事実]

1. ① 中国で古代から貨幣として使用された宝貝の産地は沖縄であった

2. ② 小豆は日本で生まれたもので、アジアに拡散
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1. 日本人三重構造モデル（3系統説）（縄文人・弥生人・古墳時代人）

• 従来の「縄文人と弥生人」の二重構造説を修正し、現代の日本人は縄文人系、北東アジア系（弥生人）、
東アジア系（古墳人）の3つの祖先系統が混血して形成されたとする最新の遺伝学モデル

• 金沢大学の覚張隆史助教や中込滋樹客員研究員外が提唱。

• 2021年9月21日発表

• 遺跡から出土した人骨のゲノム解析から

• 「現代日本人は大陸から渡ってきた3つの集団を祖先に持つ」と発表

• 「三重構造モデル」を提唱している。

• 縄文人/弥生人/古墳人

• 理化学研究所（理研）生命医科学研究センター ゲノム解析応用研究チーム

• 2024年4月18日発表

• 「3つの祖先系統」説を発表

• 全国7地域から集めた3,256人分のゲノム情報を解析

• 祖先は「縄文系」「関西系」「東北系」の3つに

• ヤポネシアゲノムを提唱する斉藤成也氏は、三重構造説を積極的に推進

• 科研費用約1億円を使ったプロジェクト

• ゲノム配列を核としたヤポネシア人の起源と成立の解明

• 内なる二重構造を展開し、日本人三重構造説を推進

• 最新技術と言われるDNA関連の学者がこぞって、日本人三重構造モデルを推進中。
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斉藤成也氏のヤポネシアゲノム論
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ヤポネシアゲノムの三重構造説への関与
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日本人三重構造モデルの古代史への効用

• 利益・効用を受ける古代史の説

• 日本人の起源の多様性を訴える論

• 韓国の王朝から日本人の主要な祖先は到来した

• 天皇系は、朝鮮半島から渡来した。

• 大和朝廷の主要な一族は、韓国の古代王朝から渡来した。
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問題点は、このポイント！
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・ ここで弥生人として扱われたデータ
の持ち主は、果たして弥生人だったの
か？

・ 長崎県の下本山遺跡出土の人骨は、
どんな人骨だったのか？

・ それは、弥生人として取り上げてよ
いものなのか？



下本山岩陰遺跡の弥生時代人

• 2017年に、篠田/神澤/角田/安達が論文を発表

• 九州・長崎県・下本山岩陰遺跡の縄文人体形の人骨2体のDNAの解析
• 弥生時代の古代人のDNAを初めて解析に成功

• 予想と異なり、縄文人のDNAの外に、弥生人のDNAが検出

• Mt-DNAも、縄文人/弥生人の双方由来

• 弥生人由来のDNAが混じっていたことを、新情報として、論文報告

• 「弥生人」DNAとしては取り扱い注意のコメントを入れた。
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「日本人の三重構造モデル」は、明確な誤り （2024年の土井ガ浜論文 「弥生時代人の
古代ゲノムから渡来人のルーツを探る」
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基本的な誤りを犯した論文」
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ヤポネシアゲノム・プロジェクトは上記を全面採用
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2024年の土井ガ浜論文 「弥生時代人の古代ゲノムから渡来人のルーツを探る」

• タイトル Journal of Human Genetics に記載 2024年10月15発行

• Genetic analysis of a Yayoi individual from the Doigahama site provides insights into the origins 
of immigrants to the Japanese Archipelago

• 土井ヶ浜遺跡から出土した弥生人個体の遺伝子解析は、日本列島への移民の起源に関する知見をもたらす。

• 東邦大学 水野文月講師 東京大学 大橋順教授 外

• 論文内容、「土井ヶ浜遺跡の弥生人の遺伝子解析」により、

1. 下本山岩陰遺跡の弥生時代人のゲノムデータは弥生時代人の代表ではない。

• 土井ヶ浜出土の弥生人のゲノムデータは弥生時代人の代表

2. 弥生時代に、朝鮮半島から来た渡来人が縄文人と混血し、現代日本人の祖先集団が誕生

• 論評

1. 「下本山岩陰遺跡の弥生時代人のゲノムデータは弥生時代人の代表ではない。」

• 土井ガ浜人骨のDNAを解析して、隈・小田西人骨の結果を重ね、こちらが弥生DNAで、下本山岩陰人DNAは弥生人
DNAを代表させるべきでないことを発表。

 高く評価：

• 下本山岩陰人DNA解析発表時の論文中に代表させてはいけないことを明記

• 2021年9月 ： 金沢大学覚張隆史氏などが、上記下本山岩陰遺跡出土の人骨のDNAを弥生人を代表する
DNAと扱い、古墳人DNA、縄文人DNAの合わせて、「日本人の三重構造モデル」として提唱した。

• ヤポネシアゲノムのプロジェクトで上記を喧伝し、「日本人の三重構造モデル」を拡散

• 2024年、理研グループが発表した「古代ゲノム解析により日本人集団の三分化起源が明らかに」上記を
前提に、別な解析方法で「3系統説」の論文を提起

2. 「弥生時代に、朝鮮半島から来た渡来人が縄文人と混血し、現代日本人の祖先集団が誕生」

• 「その結果、東アジア系集団に特徴的なゲノム成分と、北東アジア系集団に特徴的なゲノム成分をあわせもつ集団が、弥
生時代に朝鮮半島から日本列島に渡り、縄文人と混血して現代日本人の祖先集団となったことが明らかになりまし
た。」と発表。

 否定的評価：

• 「朝鮮半島から日本列島に渡り」と、記述しているが、時間列を無視した結論

• 科学的論文ならば、時間列を正しく取り扱ってほしい。 古代史・起源論に混乱をもたらす。
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三重構造説は否定されたが、

• 2021年 覚張隆史氏外 「日本人の三重構造モデル」は、対象サンプルを誤って把握したため
に発生した基本的なミスに由来する。

• 三重構造説に準拠した説は、排除されるべきもの。

• 問題となった下本山遺跡出土の人骨のDNA解析結果は、継続して、DNAの大問題。

• 今までの認識

• 縄文人は、縄文人のDNAを持っている。

• 一般的な弥生人は、渡来した弥生人と縄文人の混血

• 下元山遺跡出土人骨の問題

• 縄文人と思われていた九州在住の縄文人の中に、弥生人のDNAが入っていた。

• 弥生時代よりも前に、弥生人が日本に来ていたことになる。

• これは、従来の日本古代史のどの説でもカバーできない事実

• 韓半島南部の釜山特別市加徳島獐項遺跡の、6300年前の人骨のDNA解析結果

• 縄文人と弥生人の混血と判断される。（現代日本人と類似）

• 下本山遺跡の人骨と同じように、従来の古代史・日本人起源論では解消できな
い事実。
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下元山遺跡出土の人骨の位置付け
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日本古代史ネットワークでは、新聞発表直後から問題指摘

• 新 着 ニ ュ ー ス
“要注意”の朝日新聞記事：

• 日本人の「完成」は古墳時
代だった？ DNAを分析、
ルーツに新説

• 朝日新聞記事：２０２１年
９月１８日

• 当初より、下本山遺跡の出
土人骨の取り扱いの間違
いを指摘してきた。
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2. 沖縄の旧人は死に絶えた論（高宮廣衞/高宮広土の唱えた理論）

• 宮古島市史など公式に採用されている歴史：現在有力な歴史は、

• 発掘された人骨の示す旧石器時代の人は、絶滅し、

• 縄文時代に九州から本土人が移住し

• 有史時代になって、農耕を持った弥生人が九州から移住し、

• 人も文化も本土から渡って来たことになっている。

• 旧石器人の絶滅は、港川人の骨に残されたハリス線が証拠で、沖縄の島は、生存が難しいことを示している
とした。

• 沖縄の歴史は、

• 鹿児島大学・高宮広土教授の下記の趣旨をベースとしている。

• ハリス線 ：湊川人の骨には、複数の飢餓を経験した痕が残っている。

• このハリス線は、沖縄諸島では食料が欠乏する時期が発生し、

人が生き続けることは困難だったことを示す。

• 従って、彼らは、現在の沖縄人の祖先ではない可能性が高い。
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圧倒的に認められて来た説

• 沖縄国際大学と沖縄大学の学長を歴任した高宮廣衞氏とその子の鹿児島大学教授高宮広土氏が積極的に唱えて
きた説で、「旧石器文化人が島嶼環境に適応できずに島を去るか絶滅した」との説が、沖縄の歴史では常識であっ
た。

• 沖縄の古代人骨に残る旧石器人は滅亡したとの説は、手元などに残る下記の2件書籍等から、いかに圧倒的な説
で、反論が認められなかったことが判る。

 2010年発行の月刊考古学ジャーナルは、特集 「南西諸島の考古学」で、高宮広土氏が総論：南西諸島の先史学を
記す。7件の論文が記載されたが、その全ては高宮氏が論者・テーマを選定したもの。

• その内の1論文は伊藤愼一氏の「ヒトはいつどのように琉球列島に定着したのか？」で「滅亡論」を否定する
論文。 この論文に対して、高宮氏は総論で、「旧石器時代の人々が現代の琉球列島の人々の直接の祖先で
あったとすれば、世界的に大変珍しい情報を提供するものと思われる。」とあざ笑うかのコメントを記した。

 2011年発行民博通信 ＮＯ133 『日本列島への先史人類の移動と拡散共同研究文』 印東道子著が有る。

• 「琉球諸島内で、在来の旧石器文化人とあとからやってきた新石器文化人とが出会った可能性については、
研究者の意見は一致していない。高宮は、旧石器文化人が島嶼環境に適応できずに島を去るか絶滅したた
め、このような出会いはなかったと考える。」 ---- 旧石器人絶滅が前提となっている。

• 海部陽介（国立科学博物館）は、コンピュータを使って（港川人骨の）仮想復元を行った結果を紹介した。

• １）港川人と本土の縄文人はあまり似ていない。旧石器文化人と縄文人との連続性は、少なくとも沖縄
では認められない。

• ２）港川人と形態特徴がもっとも近い現代人集団は、アジア人ではなくオーストラリア・ニューギニアの
人である。

• 「共同研究文」で旧石器人、絶滅のシナリオを示したのは、下記

• 海部陽介「後期更新世のアジアにおける人の移動誌：港川人の再検討を中心に」

• 高宮広土「南島中部圏へのヒトの拡散と適応過程」

• 米田穣・中川良平「琉球諸島へのヒトの拡散：『最後の陸橋』はあったのか？」

• 石田肇「琉球諸島のヒト――過去から現代まで」

 絶滅の時期は、1万４千年前～7千年前。この時期を空白の期間と呼んで問題視していた。
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琉球語・日本語について

• 日本語と琉球語の分離時期 従来の学説

• 琉球語（琉球方言）と日本語（本土方言）が分かれた時期は、紀元前後以降、奈良時代以前と考
えられている。

• 言語学者の服部四郎は、二言語間の共通の語彙を比較する言語年代学の手法を使って、
京都方言と首里方言の分岐年代について１,４５０～１,７００余年前という計算結果を示し
ている。

• 安本美典氏は、基礎語彙２００単語をリストし、比較。日本語と沖縄首里方言では１２８語
が一致する。これは１７５０年前ごろに分かれたことになるとしている。

• フランス国立科学研究センター、 言語学 研究センターのトーマス ペラール氏（主な研究分野は、琉
球の言語と日本語の記述言語的歴史的言語学）が、2012 年2 月19 ・20 日 京都大学で「日琉祖
語の分岐年代」を発表。

• 音韻・文法・漢語の借用などを評価し、上代日本語にも残存しない日琉祖語の特徴が有ること
を指摘。

• 「上代語に残影さえない音韻対立を考慮にいれると，日琉祖語の分岐時代が「８ 世紀以前」，つ
まり日本の有史以前」と記す。
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琉球・沖縄諸島への言語の移動・進出

第2章 「分岐的手法に基づいた日琉諸語の系統分類の試み」
五十嵐陽介著

• 3.2. マトリョーシカ分布として作られた下記の図を作成した。

• この図からは、宮古・沖縄本島が中心地で、そこから言語が広がっ
たことを示している。

• しかし、本文では、この言語は北九州から、南九州を経て、沖縄本
島・宮古島へ分布したと記載。 図からは理解できない結論を示す。

• 沖縄の旧人は死に絶えた論の悪影響と考えられる。
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この誤った認識は、急に消滅した

• 消失した要因を次の2件の情報からと推測する。

1. 白保竿根田原洞穴遺跡の発掘成果（2007～2016年）

 2万7千年前から300年前まで使われた洞穴墓地遺跡

 出土物は、2万7千年前人骨、1100点の人骨破片(20体分）、9000前の土器、石器など

 遺物・人骨が地層に伴い発掘され、地層・年代との相関関係が取れ、年代を越えた連続性
が確認された

2. 港川人のｍｔＤＮＡが解析されハプロタイプＭと判定された（2021年）

 この解釈が二分され、朝日新聞と読売新聞の記事は反対の記事が書かれた。

 英文の発表論文には、ｍｔＤＮＡのネットワーク型の発生系統図が示されており、港川人の
ｍｔDNAの発展形には、加曾利遺跡人、東名遺跡人、熊本・轟遺跡人などものがあり、縄文
人のｍｔｙDNAの祖先系であることは明白。

• この消滅に気が付いた2025年には、グーグル検索では、「旧人は死に絶えた論」に関連する記事が
検索できなくなっていた。

• 「旧人は死に絶えた論」は、検索できなくなったとしても、その強い影響下で、歪んだ論旨を持
つ著書・論文が残っており、要注意。

• 確認はできていないが、沖縄の県・市町村の歴史書は、書き替えられた又は消去されたように
思える。

• 以前は、沖縄県の歴史をネットで探すと、旧人は死に絶えた論で作られた、本土から人が
移住したと記した歴史文・記事が直ぐに見られたが、現在は、探せない。
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白保竿根田原洞穴遺跡

• しらほ さおね たばる どうけつ いせき

22

2万7千年前の人骨



沖縄列島の人類遺跡の連続と断絶の時期
• 白保竿根田原洞穴遺跡（石垣島：先島諸島）の発掘成果が発表され、旧石

器人の生存断絶により発生した遺跡・出土物の断絶した時代について、報
告されている。

• 佐藤宏之（東大）の記事「白保竿根田原洞穴遺跡の考古学的成果」で
は、1.3～1.1万年前と8～5千年前の２つの期間で遺跡資料に断絶
があるとしている。 （較正年代）

• 沖縄県立埋蔵文化センター調査報告書 第８５集（2017年）では、

• 左記の表を示し、7,000～8,000年前にデータの欠損が見ら
れるとしている。

• 28,000 年前から13,000 年前までの15,000年間につい
ては43 点の確率分布が連続して存在しているように見える
ので、島嶼環境で連続的に（安定的に）ヒトが生存できたと想
像したくなるが、年代データは平均350 年に1 つしか存在せ
ず、遺跡利用の連続・断続については容易に結論を出せない。

• 沖縄では化石人骨が8ヶ所で出土していたが、人骨だけが出土し、その人
骨に関わる地層・文化層や石器との関わり合いが確認できなかった。

• 白保竿根田原洞穴遺跡は墓地の遺跡で、埋葬した地層との関係が明
確で、同一層から出土した遺物も多数あり、文化層との関連付けが
可能で、従来の化石人骨の出土環境とは異なる。

• 左図のような年代・期間の連続性が確認でき、人骨と地層との確認ができ
るため、「沖縄の旧石器人が死に絶えた」とする論が成立する余地が無く
なった。
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「沖縄から九州へ」の証拠 栫ノ原遺跡（14,000～12,000年前）・上野原遺跡（9,500～6,500年前）

24
栫ノ原遺跡 上野原遺跡

上野原遺跡 （9500～6500年前）
• 日本列島最古の集落跡。石蒸し料理施設の集石39基、燻製料理施設の連穴土抗（炉穴）19基、道跡（二筋）、多数の土抗や生活跡。
• 同じ遺物包含層から曽畑式土器・深浦式土器（前期)，並木式土器（中期)，指宿式土器・市来式土器（後期)，上加世田式土器・入佐

式土器・黒川式土器・刻目突帯文土器（晩期）等が混在して出土している。
• 時代が下がると、 → 石斧は全面研磨の時代となる。 先島諸島から沖縄・九州に広がり、更に日本海沿岸を上り、秋田・

青森まで出土する。

もう一つの縄文文化 実は貝文文
化 縄文草創期（14000～ ）

・ 食生活が変わり、土器を使用し、
定住が始まった時代。東北の縄文
と異なり、土器に貝の文様が入る。
・ 横型の石斧と縦型丸ノミ型石斧
が出土。

 大木を伐採し、丸木舟を
建造した民族。

 沖縄本島から九州西南
部へ広がる。

・ 栫ノ原が火砕流に埋まった後は、
丸ノミ型石斧は、太平洋沿岸の静
岡方面まで拡大。小田静夫氏の論文

より借用



2021年港川１号人骨のミトコンドリアDNAの解析で

ニュースリリース（東邦大学、総合研究大学院大学）

• 東邦大学、総合研究大学院大学、農業・食品産業技術総合研究機構、国立科学博物館、國學院大學、東京大学、人類
学研究機構、京都大学、関西医科大学、杭州師範大学らの研究グループは

• 港川フィッシャー遺跡の港川1号人骨のmtDNAの配列の決定に成功

 港川１号人骨は縄文、弥生、現代の集団の直接の祖先ではないが、

 港川1号人骨のmtDNAは現代日本列島人集団の祖先のグループに含まれるか非常に近いものだというこ
とがわかりました。その結果、日本列島では旧石器時代から現代に至るまでヒト集団に遺伝的に連続性があ
ることが示唆されました。

• 英文の発表論文にあるｍｔＤＮＡのネットワーク型

の発生系統図を見ると、港川人のDNAが、系統

発生の中心におり、日本人の祖先グループは

ここから分岐したことが明白。

• この明白さが、「沖縄の旧人は死に絶えた論」

を葬った要因と推測する。
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佐賀・花浦

佐賀・花浦 港川人

Tianyuan

東名遺跡

いやい岩陰
東名遺跡

土井ガ浜

熊本・轟

加曾利

東名遺跡

沖縄
まぶにハン
タ原

系統発生
ネットワーク

（図4a）
姥山

← 要注意！ この期間の長さ！ →



沖縄・港川人
のｍｔDNAの

解析
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• 2021/06/14 14:28

• 「港川人」、現代日本人と直接つながらず

• 旧石器時代の「港川人」、現代日本人と直
接つながらず…ＤＮＡ分析「ルーツ論争」
に一石

• 縄本島で出土した旧石器時代の人骨、港
川人（約２万２０００年前）がＤＮＡ分析の
結果、遺伝的に縄文人や現代日本人の直
接の祖先ではないことがわかった。

• 東邦大の水野文月助教（古代ゲノム学）
は、「港川人と縄文人は共通の祖先から
枝分かれし、港川人の方は直系の子孫を
残せず途絶えたとみられる」と分析して
いる。

28



鬼界カルデラ巨大噴火 vs 姶良カルデラ巨大噴火

「鬼界カルデラ」

• 先史時代以前に複数回の超巨大噴火を起こしている。

約7300年前の大規模カルデラ噴火は過去1万年の内では
世界最大規模で、火砕流が九州南部にも到達し、九州南部の
縄文文化を一時的に壊滅させたと推測されている[3]（噴火
から数百年～千年程度で縄文文化が再生された）。

• 過去1万年で世界最大の噴火が起きた場所

• 日本では過去15万年間に少なくとも14回起きたことが知られて
います。

• 日本列島の歴史の中で最も規模が大きかったと考えられているの
は9万年前に起きた噴火で、九州の中央部に位置する阿蘇カルデ
ラが形成されました。

• そして最も新しい超巨大噴火が7300年前に鬼界カルデラで起き
ました。

• しかも、日本だけでなく世界的に見ても最も新しいカルデラ噴火で、
過去1万年で世界最大規模の噴火です。

• あたかも、古代史史上最大の火山噴火の如く記している。

3万年前の火山噴火に一切触れない記述は、古代史関係者の

誤解を呼んでいる。
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姶良カルデラ

1. 年代が「3万年前」と明確に記されている
ことに注意

• 少し前の旧石器の書物を見ると、AT（姶良丹
沢火山灰）と呼ばれ、2万5千年前頃と記され
ていました。それが、正確に3万年前と判明し
たので、年代が変更されていることに、ご注
意ください。

• （水月湖の年縞を調べて、30078±48年と
カウントされ、年代が確定しました。）

2. 姶良カルデラなどの噴火による被害

• 凡そ4万年前に日本に来た旧石器人が、この
時代に生活していたはずです。このころは、九
州と四国と本州は（海面が70-80ｍ低い）陸
続きで、暮らし良い処だったと想像します。突
然、姶良カルデラの大爆発で、今の九州の地
域の人は全滅し、今の四国・中国の人々もダ
メージを受け、近畿地方も35センチメートル
の火山灰で、生活環境は悪化した筈です。何
年で樹木が回復し、生物が戻り、人が生活で
きるようになったのか、気になる処です。

• その後、1万3千年前には、桜島-薩摩テラフ
の大爆発があり、南九州を火砕物が襲い、壊
滅的被害を被りました。
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鬼界カルデラ爆発と姶良カルデラ爆発

• 鬼界カルデラ爆発の被害の大きさを過大に評価していないだろうか？

• 3万年前の姶良カルデラ爆発の被害の規模は、忘れてはならない。

• 火砕流・火山灰の噴出量は、

• 姶良カルデラ ： 345 (DRE km3：マグマの堆積で換算)

• 鬼界カルデラ ： 84 （同上）

• 鬼界カルデラ噴火中心位置と上野原遺跡では100km離れているので噴石はまず飛んでこないし、250mもの高台なので、海を渡る
という火砕流も、津波も届かないはずである。灰が降り積もっても犠牲者は普通出ない。

• 大隅半島の栫ノ原遺跡は、鬼界カルデラで壊滅的被害を受けたが、上野原遺跡では、集落は存続した。

• 鬼界カルデラで消滅するほどの被害は、火砕流の襲った大隅半島・薩摩半島部分で鹿児島県の北半分は被害は少ない。

 姶良カルデラ爆発で人が絶滅した九州へ、人が来て、栫ノ原で住居を作り住み、上野原遺跡でも暮らした人々は、どこから来たのだろ
うか？ 丸のみ型石斧を開発し、丸木舟を作り、航海できたのは、どこの人々だったのか？ 気になる処。
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沖縄・琉球の古代史の見直し

• 「沖縄の旧石器人の絶滅説」が虚偽と認識され、消滅したことから、沖縄の古代史が見直されること
になる。 その前に、行うべきことは、日本本土と沖縄の関係を見直すこと。

• まず、4万年前から歴史年代までの、重大な事象を見直す。
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過去 ------------------日本・九州の重大事件--------------- → 現代

4
万
年
前

3
万
年
前
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万
年
前
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万
年
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年
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縄
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石
器
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姶
良
カ
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デ
ラ
爆
発

九
州
・四
国
・中
国
被
害

鹿
児
島
県

耳
取
遺
跡

2
万
4
千
年
前

栫
ノ
原
遺
跡

丸
の
み
型
石
斧

南
方
文
化
集
落

一
万
三
千
年
前

桜
島
の
サ
ツ
マ
火
山
灰
で
埋
没

九
千
五
百
年
前

上
野
原
遺
跡
が
形
成

七
千
三
百
年
前

鬼
界
カ
ル
デ
ラ
噴
火

ア
カ
ホ
ヤ

焼
畑
農
業
・米
・ヒ
エ/

ア
ワ
・豆

黒
河
式
土
器
・

轟
式
土
器

西
北
縄
文
人
（縄
文
人
と
弥
生
人
混
血
）

一
次
水
田
稲
作
・支
石
墓

二
次
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・金
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棺
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天
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孫
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雲
国
譲
り
・神
武
東
征
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和
政
権
誕
生

注意：年代は、最新科学の成果で、
大幅な修正が入っています。

沖縄の縄文人・倭
人の混血した人
が、九州へ移住


